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 棟方志功は、明治 36 年 9 月、青森市の名人気質で気性の烈しい刃物鍛冶職の父親と忍従と献身の典型
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し、国定図画教科書に関しては明治 43 年に『新定画帖』が発行されてから 22 年間新しい
教科書が発行されなかった 80。そのため、『赤い鳥』の自由画指導者である山本鼎の運動
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(｢第六期国定国語教科書 国語 第五学年 中｣海後宗臣編纂『日本教科書体系 近代編 第九巻 国語(六)』









                                                   


























『赤い鳥』の最盛期は 1921～22 年(大正 10～11 年)であり、その頃の発行部数は 2～3
万部であったという 99。関東大震災以後、｢講談社文化に代表される雑誌ジャーナリズム
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株式会社 1989 年 22 頁 
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台』との相違をめぐって―｣明星大学人文学部『明星大学研究紀要』第 37 号 2001 年 228 頁 






第 3 節『北方教育』『北方文選』にみる子どもたちの姿 
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第 2 項 散文にみる子ども達の綴方表現 
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対する比例数であらわしたもの)1940 年の統計をみると、東京は 42.9 であるのに対して青森 138.7、岩手
132.9、宮城 104.6、秋田 135.2、山形 113.7、福島 92.2 とあり、北方地域である東北地方は高い乳児死亡
率であったことがわかる。戦後も 1960 年まで死亡率の減少が進まなかった。国立社会保障・人口問題研
究所 都道府県別乳児死亡数及び率 1920～2000 年
http://www.ipss.go.jp/shoushika/tohkei/Data/Popular2004/12-29.files/sheet002.htm 
2013 年 11 月 15 日アクセス 
154『北方教育』第１巻第２号 北方教育社 1930 年 31 頁 
155 同上書 































                                                   
157『くさかご』第二号四年以下用 北方教育社 1929 年 19 頁 
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162『北方文選』第十号高学年用 北方教育社 1930 年 1 頁 































                                                   





















                                                   
170 同上書 33-34 頁 




第 3 章 生活版画教育運動 
 







た。しかし影響を与えた『赤い鳥』には 1920 年 3 月発行の第 4 巻 2 号から、巻頭部分と、
鈴木三重吉の綴方欄、北原白秋の童詩欄と同じ頁に山本鼎が選んだ自由画が登場している。
















                                                   






































                                                   
174 的場勇｢『赤い鳥』にみえる山本鼎の自由画選評の基本的理念｣岡山大学教育学部学術研究委員会編『岡
山大学教育学部研究集録』第 69 号 1985 年 214 頁 
175 山本鼎『自由画教育』黎明書房 1972 年復刻版 154-172 頁 
176 同上書 158 頁 
177 同上書 160 頁 
178 同上書 24-54 頁 
179 同上書 49 頁 


















((左)｢人物デッサン｣16 歳 104 頁，(中央)｢かるた取り｣尋 3 年 95 頁，(右)｢ゆきふり｣尋 3 年 93 頁) 












(『赤い鳥』第一巻第一号 1931 年 (左)｢雪の風景｣小学校(学年記載なし)97 頁，(中央)｢ゆず｣小学校高 2 年















                                                   
183 橋本泰幸「昭和初期の図画教育思想―郷土化の図画教育に見る社会性―」『美術教育学 美術科教育学



























                                                   
184 近年の研究では客観的な郷土教育の認識と愛国心を教育することが当時は矛盾するものではなかった
という論もある。小国喜弘｢1930 年代郷土教育運動における歴史の再構築｣東京大学大学院教育学研究科 
基礎教育学研究室『研究室紀要』第 38 号 2012 年 2 頁 
185 學校美術協會『図画手工教育講演集』學校美術協會 1930 年 
186 橋本前掲論文 195 頁 





189 橋本前掲論文 195 頁 
190 同上論文 196 頁 


















山本鼎の提唱した自由画は知らなかったという 196。想画という名称は、1929 年(昭和 4 年)
に郷土主義教育を掲げる赤津隆助が提案したものである。その赤津の思想に共感を覚え、
東北山形で実践したのが佐藤である。佐藤の長瀞小学校での在籍期間は 1927 年(昭和 2 年)
から 1936 年(昭和 11 年)までであり、同僚として国分一太郎がいた。 
この時期、師範学校において郷土化教育 197がおこなわれていたが、増田は｢郷土教育に
                                                   
192 山本鼎｢郷土教育の指導精神―圖畫、手工及び農民美術について―｣學校美術協會『郷土化の圖畫手工』
學校美術協會 1931 年 13 頁 
193小田切正『戦時下北方美術教育運動』鳩の森書房 1974 年 








れつつ―｣美術科教育学会『美術教育学・美術科教育学会誌』第 29 号 2008 年 514 頁 
196 倉田三郎監修 中村亨編『日本美術教育の変遷-教科書・文献にみる体系-』三晃書房 1979 年 238 頁 




















                                                                                                                                                     
ど一部を除き図画教育者の多くは文部省の方針を認めた｣とある。 
198 同上論文 516 頁 







 前章でとりあげた 1929 年に出版された『北方文選』では挿絵としての版画募集が行わ
れている。成田忠久からの版画挿絵のお願い 200には、「みなさんのうちで面白いはん畫が
出來たら送つてくださいませんか。のせた分にはごほうびを上げます」とある。また一時




(『赤い鳥』第一巻第一号 1931 年 92，98，108 頁) 
  
後期の『赤い鳥』では継続的に版画のカット集が取り入れられている。 
((左)｢猫｣『赤い鳥』第一巻第四号 1931 年 88 頁(中央)｢栗鼠｣『赤い鳥』第二巻第一号 1931 年 94 頁(右)｢休
んでゐるお百姓｣同上書 100 頁) 
                                                   
200 成田忠久｢へんしゆう室から｣『くさかご』四年以下第二号 北方教育社 1929 年 20 頁 
[74] 
 
     
『赤い鳥』のカット集は動植物だけでなく、人が働く姿を描いた作品も巻が進むごとに多くなってくる。




(｢魚｣｢八百屋｣『赤い鳥』第一巻第四号 1931 年目次欄 頁なし) 
  
目次のカット集は『赤い鳥』第二巻第二号までみられる。 



















北方教育社同人である鈴木正之が指導した学級文集『豆』金浦小学校 低学年 1934 年 
白い国の詩編『東北の子ども版画』1995 年東北電力株式会社 122 頁 
 
 
(左)同同人加藤周四郎による学級文集『ふきのたう』第 9 号表紙絵(木版)明徳小学校 5 年村上 1935 年、
(中央)同同人佐々木昴による学級文集『みなと』第 3 号表紙絵｢築港｣(木版)土崎男子小学校高 1 共同制作
1934 年、同同人佐藤俊吉による学級文集『子守』第 1 号表紙絵(木版)椿川小学校 1931 年白い国の詩編『東
                                                   
201 金子一夫『美術科教育の方法論と歴史(新訂増補版)』中央公論美術出版 2003 年 215 頁 
[76] 
 














(江渡益太郎『青森県版画教育覚え書』津軽書房 1979 年口絵 今純三(左)｢自画像｣(右)｢雪げしき(原別村)｣
アクアチント 1935 年) 
 
江渡益太郎の『青森県版画教育覚え書 202』によれば、今純三は 1910 年から、兄が東京
美術学校図案科の学生だったこともあり黒田清輝に師事し油絵制作を行っていた。1923
年、関東大震災で被災して、青森県へ転住し仲間と共に美術石版屋を開業し、版画制作に
取り組むこととなる。1927 年から 1932 年まで青森県師範学校図案科の嘱託として指導を
行い、戦後、青森県の子ども版画教育を進めていく江渡や、関野準一郎に版画の技術指導
                                                   

















校で 1956 年、第 1 回青森県教育版画講習会がひらかれる。講師として日本教育版画協会
理事長の大田耕士が招かれた。 
 
第 3 項 魯迅の革命運動における版画の影響 
 
戦後、子ども達の版画教育を推し進めた大田耕士が版画に興味を持ったのは中国で捕虜
                                                   
203 同上書 14-16 頁 
204 同上書 77 頁 
205 同上 
206 同上書 78 頁 














ることとなる 210。内山が日本へ帰国した後も、魯迅との親交は続き、1933 年 3 月に内山




                                                   
208 白い国の詩編『東北の子ども版画』東北電力 1995 年 280 頁 
209 同上書 281 頁 
210 内山嘉吉 奈良和夫『魯迅と木刻』研文出版（山本書店出版部）1981 年 14-27 頁 
211 江渡英之｢木版画をめぐる魯迅との交流史 和光小学校児童作品里帰りの今日的意義｣『和光大学表現





   
    
魯迅博物館に所蔵されていた和光小児童版画。内山が中国へ送った子どもたちの版画。 
(江渡英之｢木版画をめぐる魯迅との交流史 和光小学校児童作品里帰りの今日的意義｣『和光大学表現学





(左)周金海｢砿夫｣1933 年 10.2×14.6 ㎝神奈川県立近代美術館蔵 
(中国木版画展実行委員会『中国木版画展』群馬県立近代美術館 1975 年頁なし)  
(右) 陳鉄耕｢父の帰りを待つ｣1933 年 20.5×17.6 ㎝神奈川県立近代美術館蔵 




(左)龍延覇｢生活苦｣制作年不明 11.3×14.0 ㎝神奈川県立近代美術館蔵 
(同上書 頁なし) 




    
(左)汪刃鋒｢木版画の指導者魯迅先生像｣制作年不明 21.9×215.4 ㎝神奈川県立近代美術館蔵 
(同上書 頁なし)  

















































                                                   
213 内山嘉吉 奈良和夫『魯迅と木刻』研文出版（山本書店出版部）1981 年 75 頁 
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219 石田和男編『夜明けの子ら』春秋社 1952 年 















                                                   



























                                                   
222 大田耕士『版画をつくる子どもたち』大蔵出版 1954 年 145 頁 
223 同上書 144 頁 
224 同上書 144-145 頁 
225 同上書 145 頁 
226 国分一太郎｢石田君の二年間｣石田和男編『夜明けの子ら』春秋社 1952 年 解説(1)161-162 頁 
227 箕田源二郎｢生活の歌｣石田和男編『夜明けの子ら』春秋社 1952 年 解説(2)169 頁 
228 同上書 




















1951 年の土田茂範による『百姓のうた』は 1952 年に大田耕士の『版画の教室 231』で
紹介されており、また、1954 年に大田の『版画をつくる子供たち』にも無着成恭による『炭
焼き物語』が紹介されている。これらは先にあげた綴方と版画による初期の活動としてと
                                                   
230 同上書 174 頁 




































土田茂範『百姓のうた』1959 年明治図書出版 (左)｢だいこんしょい｣48 頁(右)｢麦かり｣56 頁 
 
  




































                                                   
232 土田茂範『百姓のうた』1959 年明治図書出版 208-209 頁 































                                                   
234 大田耕士『べごっこ物語』青葉書房 1957 年 











                                                                                                                                                     
109 頁 
236 1952 年から 1992 年にかけて日本教育版画協会より出版された版画教育雑誌。 
[94] 
 












((左)岩手赤浜小学校 6 年共同制作｢するめつり・するめわり｣大田耕士『べごっこ物語』青葉書房 1957 年













































                                                   







































                                                   





























                                                   
239 立原慶一「児童画のリアリズム論―歴史的・哲学的研究―」『美術教育学・美術科教育学会誌』9 号 美
術科教育学会 1987 年 112 頁 
240 同上論文 113 頁 
241 同上 
242 同上 
































                                                   
































                                                   
































                                                   












    

































                                                   
247 坂本小九郎『虹の上をとぶ船 八戸市立湊中学・養護学級の版画教育実践』あゆみ出版 1982 年 67 頁 
248 坂本小九郎｢木版画集｢うみねこのうた｣が生まれる背景には｣佐藤忠良編『少年の美術 教授資料』現代






























                                                   
249 坂本前掲書 76 頁 





















                                                   
253 その地域の貧乏を売り物にした、と綴方を書いた子どもの親が良く思っていなかった生活綴り方事件
が、いまだに山形県の山元中学校のあった旧山元村(現上山市)では言われているという。佐藤籐三郎『ず





























                                                   
254 イヴァン・イリイチ著 玉野井芳郎 栗原彬訳『シャドウ・ワーク』岩波書店 1982 年 118 頁 
255 同上 
256 ｢人間生活の自立・自存｣の原語は subsistence であり、訳者によれば｢地域の民衆が生活の自立・自存
を確立するうえの物質的、精神的基盤というほどの意味であると解される｣とある。イリイチ前掲書 玉野
井芳郎｢解説｣285 頁 































                                                   
258 同上書 85 頁 
259 同上書 87 頁 
260 同上書 101 頁 
261 同上 






























                                                   
263 佐藤和之・米田正人編『どうなる日本のことば－方言と共通語のゆくえ』大修館書店 1999 年 31 頁 
264 東北大学方言研究センター『方言を救う、方言で救う 3.11 被災地からの提言』ひつじ書房 2012 年 


































                                                   
267 同上書 118 頁 
268 宗左近『日本美 縄文の系譜』新潮社 1991 年 231 頁 



























                                                   
270 イリイチ前掲書 21 頁 
271 同上 
272 同上 
273 同上書 24 頁 
274 同上書 25 頁 
275 同上書 28 頁 
276 同上 
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286 同上書 42 頁 
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293 同上書 43－44 頁 
294 同上書 44 頁 
295 同上書 48 頁 
296 同上 
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299 芹沢高志｢アートプロジェクトとは何か？地域の課題を創造的に乗り越えていく方法｣藤浩志 ＡＡＦ
ネットワーク『地域を変えるソフトパワー―アートプロジェクトがつなぐ人の知恵、まちの経験―』青幻
舎 2012 年 201 頁 
300 同上書 204 頁 


















ある地名やアイヌのことわざ 303の一節が書かれた 3 枚のカードを引く。3 つのフレーズを組み合わせる
と、冒頭のような奇妙で意味不明な文言 304が 32 通りできる。これが作品制作のキーワードとなって、各
作家は構成を練る。偶然の組み合わせでありながら、何か意味ありげな文言。そこから着想し、鴻池のア










                                                   
303 文化科学研究所編『地域創造』vol.33 文化科学研究所 2013 年 50 頁注には｢ 縄文時代、東北には蝦
夷という古代人が住んでいた。彼らはヤマト民族とは違う言葉を話し、今もアイヌの語源に近い語感の地
名などが残る。そこで第 1 章では秋田の民話を使ったが、2 回目はアイヌのことわざを使った｣ 
304 冒頭に紹介された文章には｢酒蒔に伝わる 口の中で火がおこって早口になり 酔っぱらって顔を赤ら
めているもの｣とある。同上書 































                                                   
306 大矢邦宣「『雑』が息づく岩手の暮らし」紙浦政美編『ジャパングラフ 暮らしの中にある 47 の日本 2
／47 岩手』 七雲 2010 年 2‐3 頁 

































                                                   
308 折口信夫｢『とこよ』と『まれびと』と｣折口信夫全集刊行会編『折口信夫全集 4』中央公論社 1995















































































































第 1 章 
赤坂憲雄、小熊英二、山内明美『｢東北｣再生』イースト・プレス 2011 年 
赤坂憲雄『東北学／忘れられた東北学』講談社 2009 年 
――― 『岡本太郎の見た日本』岩波書店 2007 年 




イチャーセンス―日本の自然知覚力を考える―』平凡社 2010 年 
天沢退二郎編『新編 宮沢賢治詩集』新潮社 1991 年 
梅原猛『日本の深層―縄文・蝦夷文化を探る―』集英社 1994 年 
大石直正他『中世奥羽の世界』東京大学出版会 1978 年 
鎌田東二｢森のコスモロジー―宮沢賢治と森の思想―｣講座｢文明と環境｣15『歴史と気候』
朝倉書店 1992 年 
河合隼雄『昔話と日本人の心』岩波書店 2002 年 
川西英通『続・東北―異境と原境のあいだ―』中央公論新社 2007 年 
菊池勇夫『アイヌ民族と日本人』朝日新聞社 1992 年 
喜田貞吉｢奥羽の馴服と奥羽の拓殖｣日本歴史学会編『奥羽沿革史論』仁友社 1916 年 
木村重信『東洋のかたち』講談社 1975 年 
国史大辞典編集委員会編『国史大辞典』第 13 巻吉川弘文館 1992 年 
酒井哲朗｢棟方志功の芸術｣『棟方志功展図録』宮城県美術館 1984 年 
佐々木馨『アイヌと｢日本｣―民族と宗教の北方史―』山川出版社 2001 年 
佐々木邦世『中尊寺 千二百年の真実 義経、芭蕉、賢治…彼らを引き寄せた理由』祥伝社
2005 年 
佐藤竜一『宮沢賢治の東京―東北から何を見たか―』日本地域社会研究所 1995 年 
瀬川達郎｢アイヌ史の再構成―アイヌ史における新たなパースペクティブ―｣勉誠出版編『ア
ジア遊学』勉誠出版 2011 年 
高橋富雄『古代蝦夷―その社会構造―』学生社 1974 年 
[126] 
 
瀧本壽史、那須川溢男『街道の日本史 5 三陸海岸と浜街道』吉川弘文館 2004 年 
知里幸惠『アイヌ神謡集』岩波書店 1978 年 
林子平『三国通覧図説』須原屋一兵衞 1786 年 (裳華房版 1923 年も参照) 
細井計編『街道の日本史 6 南部と奥州道中』吉川弘文館 2002 年 
真壁仁｢賢治と飢餓(けがち)の風土｣『みちのく山河行』法政大学出版局 1982 年 
宮沢賢治著、花巻市教育委員会社会教育課編『農民芸術概論綱要』花巻市文化団体 1975 年 
宮沢賢治『宮沢賢治全集 1』筑摩書房 1986 年 
――― 『新編 銀河鉄道の夜』新潮社 1989 年 
――― 『注文の多い料理店』新潮社 1990 年 
『民藝』編集委員会編『民藝―特集 棟方志功と東北―』4 月号第 722 号日本民藝協会 2012
年 
―――『民藝―特集アイヌの文化と意匠―』5 月号第 723 号日本民藝協会 2012 年 
棟方志功｢板頂禮｣｢板畫を語る｣『板畫の肌』河出書房 1956 年 
――― ｢自作に想う｣『板画の道』宝文館 1956 年 
――― ｢私と宗教｣『読売新聞』読売新聞社 1960 年 11 月 13 朝刊 
――― ｢苦闘の日々｣｢戦後の作品をめぐって｣｢戦後の作品をめぐって｣『板極道』中央公論
社 1964 年 
――― ｢戦後―大団円―｣『わだばゴッホになる』日本経済出版社 1997 年 
棟方版画美術館編『棟方志功―ヨロコビノウタ―』二玄社 2003 年 
柳田国男『新版 遠野物語 付・遠野物語拾遺』角川学芸出版 2004 年新版発行 
山折哲雄、赤坂憲雄著 ／月刊『望星』編集部、有限会社荒蝦夷編『反欲望の時代へ 大震災
の惨禍を越えて』東海大学研究所 2011 年 
山折哲雄｢柔軟な信仰心―賢治と宗教―｣『サライ』７月号小学館 2010 年 
山田孝子『アイヌの世界観』講談社 1994 年 
 
(作者不明)『続日本紀』 底本『増補 六国史』朝日新聞社 1940 年 朝日新聞データベース
2013 年 5 月アクセス http://www.j-texts.com/sheet/shoku.html 
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小田嶋悟、甲斐規雄、森下恭光｢『北方教育』における『生活台』についての研究―『郷土』
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海後宗臣編｢図画教科書総解説｣『日本教科書大系 近代編 第 26 巻 図画』講談社 1966 年 
菅忠道｢『赤い鳥』の成立と発展｣日本児童文学会編『赤い鳥』小峰書店 1965 年 
北日本國語教育聯盟｢北方性とその指導理論｣ 綴方生活複刻版刊行委員会『綴方生活』第 7
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国分一太郎『新しい綴方教室』日本評論社 1951 年 
―――  『昭和農村少年懐古』創樹社 1978 年 
国立社会保障・人口問題研究所  都道府県別乳児死亡数及び率 1920～ 2000 年
http://www.ipss.go.jp/shoushika/tohkei/Data/Popular2004/12-29.files/sheet002.htm 
2013 年 11 月 15 日アクセス 
志摩陽伍編『教育内容論Ⅰ』国土社 1970 年 
鈴木三重吉『赤い鳥』第 1 巻 1 号―第 22 巻 3 号 1918 年―1929 年 
復刊第 1 巻 1 号―復刊第 12 号 3 号 1931 年―1936 年 
(日本近代文学館 1979 年復刻版) 
東北民教研 30 年史編集委員会編『北方教育・その継承と発展―東北民教研の 30 年―』あ
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戸田金一｢児童文集｢くさかご｣｢北方文選｣｣白い国の詩編『児童文集｢くさかご｣｢北方文選｣』
東北電力株式会社 1989 年 
中内敏夫『生活綴方成立史研究』明治図書出版 1970 年 
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中野光『大正自由教育の研究』黎明書房 1968 年 
北方教育社『くさかご』創刊号―第 3 号 1929 年 
―――  『北方文選』第 4 号―第 126 号 1929 年―1936 年 
（白い国の詩編『児童文集｢くさかご｣｢北方文選｣』［1］［2］［3］東北電力 1989
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學校美術協會『図画手工教育講演集』學校美術協會 1930 年 
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栗岡英之助『くらしをかく―子ども美術館㉖―』ポプラ社 1986 年 
群馬県立近代美術館『中国木版画展』群馬県立近代美術館 1975 年 





―――  ｢木版画集『うみねこのうた』が生まれる背景には｣佐藤忠良編『少年の美術 教
授資料』現代美術社 1984 年改訂 
佐藤忠良他編『子どもの美術 下』現代美術社 1986 年 
佐藤忠良編『少年の美術 教授資料』現代美術社 1984 年改訂版 
佐藤籐三郎『ずぶん(自分)のあだま(頭)で考えろ―私が｢山びこ学校｣で学んだこと』本の泉
社 2012 年 
島崎清海『自由画教育・解説』黎明書房 1972 年 
白い国の詩編『東北の子ども版画』東北電力 1995 年 
立原慶一「児童画のリアリズム論―歴史的・哲学的研究―」美術科教育学会『美術教育学・
美術科教育学会誌』9 号 1987 年 
土田茂範『百姓のうた』1959 年明治図書出版 
成田忠久｢へんしゆう室から｣北方教育社『くさかご』四年以下第二号 1929 年 
日本教育版画協会『はんが』百合出版 1961 年 
橋本泰幸「昭和初期の図画教育思想―郷土化の図画教育に見る社会性―」『美術教育学・美
術科教育学会誌』8 号 1986 年 
増田金吾｢想画教育の発生と展開―長瀞小学校における佐藤文利の指導と赤津隆助との影響
関係にふれつつ―｣美術科教育学会『美術教育学・美術科教育学会誌』29 号 2008 年 
的場勇｢｢赤い鳥｣にみえる山本鼎の自由画選評の基本的理念｣岡山大学教育学部学術研究委
員会編『岡山大学教育学部研究集録』第 69 号 1985 年 
箕田源二郎｢生活の歌｣石田和男編『夜明けの子ら』春秋社 1952 年 





山本鼎『自由画教育』黎明書房 1972 年復刻版 
――― ｢郷土教育の指導精神－圖畫、手工及び農民美術について｣學校美術協會『郷土化の
圖畫手工』學校美術協會 1931 年 
 
第 4 章  
I・イリイチ著 玉野井芳郎、栗原彬訳『シャドウ・ワーク』岩波書店 1982 年 
――― 東洋、小沢周三訳『脱学校の社会』東京創元社 1977 年 
大矢邦宣「『雑』が息づく岩手の暮らし」紙浦政美編『ジャパングラフ 暮らしの中にある
47 の日本 2／47 岩手』 七雲 2010 年 
岡本太郎『岡本太郎の本 1 呪術誕生』みすず書房 1998 年 
――― 『岡本太郎の本 2 日本の伝統』みすず書房 1999 年 
――― 『沖縄文化論―忘れられた日本―』中央公論新社 1996 年 
折口信夫｢まれびとの歴史｣｢『とこよ』と『まれびと』と｣『折口信夫全集 4』中央公論社
1995 年 
紙浦政美編『ジャパングラフ 暮らしの中にある 47 の日本 2/47 岩手』七雲 2010 年 
佐々木高明｢アイヌ文化と沖縄文化―日本文化との比較の視座から―｣沖縄民俗学会『沖縄民
俗研究』18 号 沖縄民俗学会 1998 年 
佐々木嘉彦｢東北の風土と地方の建築｣日本建築学会『建築雑誌』96 号 1981 年 
佐藤和之『地域語の生態シリーズ 方言主流社会―共生としての方言と標準語―東北篇』お





知恵、まちの経験―』青幻舎 2012 年 
宗左近『日本美 縄文の系譜』新潮社 1991 年 






書房 2012 年 
藤浩志、AAF ネットワーク『地域を変えるソフトパワー―アートプロジェクトがつなぐ人
の知恵、まちの経験―』青幻社 2012 年 
文化科学研究所編『地域創造』vol.33 文化科学研究所 2013 年 
外間守善『沖縄の歴史と文化』中央公論新社 1986 年 
森岡卓司｢生きた方言を考えるために｣山形大学人文学部編『遠い方言、近い方言』山形大学
出版会 2012 年 
 
その他 
井島勉『藝術とは何か』弘文堂 1950 年 
井上ひさし『吉里吉里人(上)』新潮社 1985 年 
―――  『吉里吉里人(中)』新潮社 1985 年 
―――  『吉里吉里人(下)』新潮社 1985 年 
内田芳明『風景とは何か 構想力としての都市』朝日新聞社 1992 年 
柄谷行人『日本近代文学の起源』講談社 1988 年 
Ｍ・サンデル著／鬼澤忍訳『これからの｢正義｣の話をしよう いまを生き延びるための哲学』
早川書房 2010 年 
Ｃ・レヴィ=ストロース著 川田順造訳『悲しき熱帯Ⅰ』中央公論新社 2001 年 
司修『戦争と美術』岩波書店 1992 年 
中沢新一『日本の大転換』集英社 2011 年 
――― 『人類最古の哲学 カイエ・ソバージュⅠ』講談社 2002 年 
――― 『熊から王へ カイエ・ソバージュⅡ』講談社 2002 年 
――― 『愛と経済のロゴス カイエ・ソバージュⅢ』講談社 2003 年 
――― 『神の発明 カイエ・ソバージュⅣ』講談社 2003 年 
――― 『対称性人類学 カイエ・ソバージュⅤ』講談社 2004 年 
中村政人(ディレクター)他『東日本大震災復興支援プロジェクト つくることが生きること』
一般社団法人非営利芸術活動団体コマンド N 2012 年 
野本寛一『神と自然の景観論―信仰環境を読む』講談社 2006 年 
[132] 
 
橋本敏子『地域の力とアートエネルギー』学陽書房 1997 年 
埴原和郎『日本人の成り立ち』人文書院 1995 年 
福武總一郎、安藤忠雄他『直島 瀬戸内アートの楽園』新潮社 2011 年 
船越保武『石の音 石の影』筑摩書房 1985 年 
古市憲寿『絶望の国の幸福な若者たち』講談社 2011 年 
マルセル・モース著 吉田禎吾、江川純一訳『贈与論』筑摩書房 2009 年 
柳父章『翻訳の思想』筑摩書房 1995 年 
矢野智司『贈与と交換の教育学 漱石、賢治と純粋贈与のレッスン』東京大学出版会 2008
年 










とも重なりました。博士後期課程に入学が決まった直後の 2011 年 3 月 11 日、東日本大震
災が発生し、自身の実家も被災、全壊判定を受けました。正直、研究を続けていくことは
難しいのではないかとも覚悟しました。そんな時、私が研究をもう一度始めることができ
たのは美術教育研究室内の教員と学生をはじめとした多くの方の支えがあったからです。 
はじめに私の担当教員である本郷寛先生に感謝申し上げます。本郷先生は私の実技研究、
理論研究双方において親身になって指導してくださいました。特に修了制作で体力的にも
精神的にも厳しい状態の中、論文、実技指導共に的確な指導をしていただき、無事作品と
論文を完成させることができました。 
次に論文指導で大変お世話になりました、小松佳代子先生に感謝申し上げます。震災後、
大学に戻ることができ、小松先生の講義を受けた際、学ぶことができる喜びを改めて感じ
ました。それは生きているという実感でもありました。生きる実感とは、思考する実感で
あろうと思います。人は窮地に陥り、現実が押し寄せて来たとき、思考する事を自らやめ
てしまうのだろうと思います。この研究室に戻って来られたことは思考する機会をもう一
度与えられたということでもありました。私が一人の研究者として何ができるのか、一緒
に考えてくださいました。 
また論文審査、実技審査を見ていただきました木津文哉先生、彫刻科の林武史先生、外
部の審査員として入っていただきました上野浩道先生、藁谷収先生にも改めて感謝申し上
げます。理論、実技共に私の研究は未熟であるにもかかわらず、親身になって話を聞いて
下さり、助言を頂きました。 
最後に、私の研究を経済面で支えてくださった公益財団法人尚志社の皆様、国内外から
義援金を送って下さった皆様、そしていつも支えてくれている家族、友人に感謝します。 
皆様から頂いた恩を返していけるよう、これからも精進します。 
ありがとうございました。 
